
令和７年度 第１回学校運営協議会 報告 

 

１ 目的 

今年度の学校経営計画に基づいた指導成果指標、各分掌の重点目標や各種取組内容等の計画に

ついて協議する。また委員の方々から本校の学校運営に関する御意見等を頂戴し、地域に開かれ

た特色ある学校づくりをより一層推進するとともに学校活性化のための方策について共に考え、

本校教育の充実・発展に寄与する。 

 

２ 日時 

  令和７年６月３日（火）13:30～14:40 

 

３ 場所 

  本校会議室 

 

４ 出席者 

  委  員  斎 藤 芳 里  様（二子町振興協議会専務） 

委  員  佐 藤 満 義  様（北上工業クラブ会長） 

委  員  高 橋   剛  様（北上市商工部長） 

  委  員  菊 池 良 弥  様（北上市立上野中学校長） 

  委  員  武 田   健  様（本校ＰＴＡ代表） 

 

  委  員  八重樫 博 之  様（岩手県建設業協会北上支部長） 

  委  員  菅 原 浩 一  様（北上地区電気工事業協同組合理事長） 

  委  員  柴 田 智 子  様（北上市立二子小学校長） 

  委  員  後 藤 則 夫  様（本校同窓会代表） 以上４名は所用により欠席されました。 

 

【本校職員】 

  校   長  村 上 智 芳 

  副 校 長  植 木   淳 

  副 校 長  篠 原 信 孝 

  事 務 長  坂 本 奈都子 

総務主任  阿 部 正 孝 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 次第及び内容（要旨） 

（１）開会 

（２）学校長挨拶 

    日頃より本校教育活動に際し、御支援を賜り感謝申し上げます。 

県高総体が終了した。今年度は団体優勝できた部活動はなかったが、個人競技では複数の部

で全国総体や東北高校選手権の出場権を獲得できた。 

    ５月２日付けで新聞に掲載されたが、令和８年度より電子科２年で学校設定科目「半導体技

術」で半導体に関する知識及び技術に特化した科目を新設することにした。また５月 31 日付

けでは、令和９年度に学科改編され半導体に関する学科が新設されることの報道がされた。 

今年度は「ＤＸハイスクール重点類型プロフェッショナル型（半導体重点枠）」に採択（全

国で 10 校、東北では唯一）され、現在は校内のＤＸ化推進のための準備を行っている。また

北上市の多大な御協力により「いわて留学」における生徒獲得のための準備をおこなってい

る。 

（３）委員辞令交付 

（４）自己紹介 

（５）協議 

  １）役員の選出 

「岩手県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第５条により本協議会の

会長及び副会長を選出。 

会 長 には 斎 藤 芳 里 委員が、 

副会長 には 佐 藤 満 義 委員が選出された。 

２）令和７年度学校経営計画【校長】 

   昨年度のものと変更した点は、今年度の重点目標及び取組方針について 

   ・最上位を「いじめの未然防止・適切な対応」としたこと 

   ・不適切な指導の根絶については「再発 岩手モデル」に則り生徒指導の充実を図ること 

   とした。生徒に有用であり、充実した学校生活を送るための学校経営を実践していきたい。 

  【委員Ｂ】 

    有給インターンシップを実施するとのこと。社会に接し、社会を知る良い機会となるだ

ろう。有効的に活用を。 

原案のとおり承認された。 

（６）報告 

  １）令和７年度学校概況【副校長】 

    ・在籍者数 

・通学方法及び通学状況 

・出身中学校及び出身中学校別在籍者数（全日制）、出身地域別在籍割合 

・部活動加入者数 

２）教育活動の現状と課題【副校長】 

  ・総務、教務、生徒指導、厚生、教育支援相談及び専攻科より昨年度の取組実績と今年度の

取組計画の内容等 

  【委員Ａ】 

    校内の防災教育について知りたい。 

【総務主任】 

    年２回訓練を実施（地震、火災を想定）している。また生徒の防災意識を高めることを

目的に各種講演会等も開催している。 

 



  【委員Ａ】 

    有効的な市内出身者の生徒募集、本校ＰＲ活動に取り組んでほしい。 

  【副校長、総務主任】 

    「出前授業」等で本校の学び等についてＰＲ活動をしてきた。更なるＰＲ活動を考えて

いきたい。「黒工祭」の毎年開催についても考えたい。 

３）その他 

    【副校長】 

      「黒工 我らの軌跡 No1～5」の紹介 

（７）委員の皆様から（提言、指導・助言等） 

【委員Ａ】 

     今年度の方針について理解できた。有給インターンシップは社会人になる前に学ぶことの

できる良い機会と考える。 

   【委員Ｂ】 

     高校在学中の資格取得ついて補助金（助成金）等を有効活用し達成してほしい。 

   【委員Ｃ】 

     本校の定員充足率が心配である。本校のストロングポイント（工業団地内にある環境、専

攻科の設置）を再確認しながら十分に発揮し、人材を確保してもらいたい。 

   【委員Ｄ】 

     学校魅力化発出のための努力（「いわて留学」の取り組み等）が見られる。半導体につい

て中学生が知る機会を設定してもらいたい。 

【委員Ｅ】 

     県内有数の工業団地内にある本校において生徒数が減少していることは残念でならない。

「工業」のイメージの向上を社会全体で改善する必要があるだろう。就職率は 100％とのこ

とだが、離職率は？離職防止に関する有効的指導の充実もお願いしたい。 

（８）閉会 


